
消防課

消防広域担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B7
消防広域化推進費 総務費 防災費 消防防災費 消防広域化推進費

消防組織法第３３条 針路 01 災害・危機に強い埼玉の構築 11

分野施策 0101 危機管理・防災体制の再構築

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 1,339 1,339 △149

前年額 1,488 1,488

令和 4年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

平成18年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

令和 6年度 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　平成30年度に改定した埼玉県消防広域化推進計画に基
づき、消防本部の広域化等を推進し、住民サービスの向
上、財政基盤の確立と行財政運営の効率化、消防体制の
基盤の強化を図る。そこで、広域化等の実現に向け、関
係市町村や消防本部への説明、調整を行う。

（１）消防広域化に係る会議等の開催　283千円
（２）協議組織設立・運営支援　　　　1,056千円

（１）事業内容
　　ア　消防広域化に係る会議等の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 283千円
　　　　埼玉県消防広域化計画における消防広域化等の取組状況の報告や他県の取組状況、国
　　　の動向等について、県内各市町村・消防本部を対象とした連絡調整会議を開催する。
　　　また、消防広域化推進会議を開催し、協議する。　　
　　イ　協議組織設立・運営支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,056千円
　　　　小規模消防本部の解消に向け、各ブロックの自主的な協議検討組織に対して、
　　　設立・運営に要する経費の一部を補助する。
　　　　また、小規模消防本部の広域化等を促進するため、協議会や勉強会への参加を促す。
（２）事業計画
　　　埼玉県消防広域化推進計画に基づく広域化を実現するために、各市町村・各消防本部に
　　広域化等を働きかける。
　　特に小規模消防本部の広域化等実現に向け、協議会や勉強会の積極的な開催を促す。
（３）事業効果
　　　大規模災害等に対して的確・迅速に対応できるようになり、県民の安心・安全が図れる。
　　　平成29年度　消防本部訪問17回、勉強会実施4回
　　　平成30年度　消防本部訪問2回、勉強会実施2回
　　　　　　　　　消防広域化推進委員会の開催3回
　　　　　　　　　埼玉県消防広域化推進計画の改定
　　　令和元年度　勉強会実施1回、他県視察1回、協議会等への参加2回
　                消防広域化推進セミナーの開催1回
　　　令和２年度　消防本部訪問3回、勉強会実施2回
　　　　　　　　　協議会等への参加9回
　　　令和３年度　消防本部訪問10回、勉強会実施1回
　　　　　　　　　協議会等への参加4回
（４）その他（前年からの変更点）
　　　消防広域化推進計画の印刷部数変更に伴う減　△111千円

（１）(県10/10)
（２）(県1/3)市町村等2/3

　普通交付税（包括算定）
　（区分）総務費　（細目）消防防災費
　（細節）消防防災費
　（内容）消防広域化推進費

9,500千円×1.3人＝12,350千円

前年との
対比

― 危機管理防災部 B7 ―
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